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「⾯積」と「⾼さ」
を基準にするのが妥当

○ガケ
︓地表⾯が⽔平⾯と30度を超える⾓度を
なす⼟地

○ガケ条例
︓がけ崩れ等による建築物の被害に伴う⼈
命被害及び財産を未然に防⽌するため
に設けられたもの

視線⼊射⾓︓視線が対象（⾯）となす⾓度
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「⼭、農地、⾥、町のつながりを⼤切にし、
そこでの⼈々の暮らしが⾒える⾵景」

市の目指す景観

物理的なものの眺め

⼈間が感じること

景

観
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良い（景）観
・安⼼感 ・快適
・⼼地よい など

悪い（景）観
・不安感 ・危険
・不快 など

⼟砂災害 ⼤⾬ ⼟⽯流 地盤崩壊

⾯の⾒やすさ
悪

良
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⼩

⼤
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⾼

・視線⼊射⾓が⼤きいほど規
模（⾯積）を⼤きく感じる。

・視線⼊射⾓が30度以上の⾯
は垂直に感じる。

➡危険な斜⾯の⾓度＝30度以上

届出対象とすることで景観に⽀障を及
ぼす可能性のあるものを把握する

届出基準は、
①定量的なもの
②有無だけで単純に判断が可能なもの
が好ましい。

（⾯積）

➡景観⽀障を及ぼす⾓度＝30度以上

指標
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補⾜︓視線⼊射⾓
 視線⼊射⾓とは、視線が対象（⾯）となす⾓度をいう。対象の⾒やすさと
奥⾏き感、⽴体感を⽰す指標として⽤いられる。

 視線⼊射⾓が⼤きくなるにつれて、⾯の⾒やすさは増⼤していく。
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視線⼊射⾓の概念図

⾯の傾きと⾒やすさ
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補⾜︓ガケ
 ガケとは、⼈為的に造成された急傾斜地を指し、⾃然の傾斜地は含まない。
⼀般的には地表⾯が⽔平⾯と30度を超える⾓度をなす⼟地がガケと扱われ
ている。(宅地造成等規制法施⾏令第１ 条)

 急傾斜地とは傾斜度が30度以上である⼟地をいう。（急傾斜地の崩壊によ
る災害の防⽌に関する法律第２条）

 岐⾩県建築基準条例（ガケ条例）は、建築基準法第40条の規定に基づきガ
ケ崩れ等による建築物の被害に伴う⼈命被害及び財産を未然に防⽌するた
めに設けられたもの。
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（右図）ガケのイメージ（岐⾩県建築
基準条例 建築禁⽌範囲より抜粋）
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補⾜︓視線⼊射⾓と傾斜
 太陽光パネルに対する視線⼊射⾓と法⾯の傾斜は同じ⼤きさになりやすい。
 視覚的に感じる不安感、危機感は、技術的に危険とされるものと符合する
傾向にある。
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